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○滑川市心身障害者年金条例施行規則 

昭和44年４月30日規則第11号 

改正 

昭和53年３月25日規則第８号 

平成７年12月27日規則第29号 

平成11年３月31日規則第20号 

滑川市心身障害者年金条例施行規則 

（目的） 

第１条 この規則は、滑川市心身障害者年金条例（昭和44年条例第２号。以下「条例」という。）

の施行について必要な事項を定めることを目的とする。 

（認定の申請） 

第２条 心身障害者年金（以下「年金」という。）の支給を受けようとする者は、心身障害者年金

受給認定申請書（様式第１号）に、次に掲げる書類を添えて市長に提出しなければならない。 

(１) 身体障害者にあつては、身体障害者手帳 

(２) 知的障害者にあつては、療育手帳 

(３) 精神障害者にあつては、精神障害者保健福祉手帳 

（支給の決定） 

第３条 市長は、前条の規定による申請書を受理したときは、申請書及び添付書類について審査を

行い、年金の受給資格及びその額について認定するものとする。 

２ 市長は、前項の規定により認定したときは、申請をした者に対し、心身障害者年金受給資格認

定通知書（様式第２号）を交付するものとする。 

（認定内容の変更） 

第４条 前条の規定により認定を受けた障害者が次の各号のいずれかに該当する場合は、心身障害

者年金認定内容変更届（様式第３号）を市長に提出しなければならない。 

(１) 住所及び氏名を変更したとき。 

(２) 条例第４条第１項に規定する公的年金の給付を受けるに至つたとき。 

(３) 条例第５条に規定する監護者に変更があつたとき。 

（支給の停止及び停止解除） 

第５条 市長は、年金の受給資格者に対し、条例第７条の規定により、年金の支給を停止し、又は

支給の停止を解除した場合は、心身障害者年金支給停止（停止解除）通知書（様式第４号）を交
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付するものとする。 

（受給資格のそう失） 

第６条 受給資格の認定を受けた障害者が、次の各号のいずれかに該当するに至つた場合は、心身

障害者年金受給資格そう失届（様式第５号）を市長に提出しなければならない。 

(１) 本市に住所を有しなくなつたとき。 

(２) 死亡したとき。 

(３) 障害の程度が条例第２条に該当しなくなつたとき。 

（年金の返還） 

第７条 市長は、条例第９条の規定により、年金の全部又は一部について返還の決定をしたときは、

心身障害者年金返還決定通知書（様式第６号）を交付するものとする。 

（帳簿の備付） 

第８条 年金の支給に関し、次に掲げる帳簿を備え付けなければならない。 

(１) 心身障害者年金申請・届出処理簿（様式第７号） 

(２) 心身障害者年金支給台帳（様式第８号） 

附 則 

この規則は、公布の日から施行し、昭和44年４月１日から適用する。 

附 則（昭和53年規則第８号） 

この規則は、昭和53年４月１日から施行する。 

附 則（平成７年規則第29号） 

この規則は、平成８年４月１日から施行する。 

附 則（平成11年規則第20号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

様式第１号 
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様式第２号 
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様式第３号 
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様式第４号 



6/10 

 

様式第５号 
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様式第６号 
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様式第７号 



9/10 

 

様式第８号 
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